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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　塗布液を被塗布体に供給するスリット状になった吐出口が先端部に設けられた塗布用ダ
イを清掃する塗布用ダイの清掃装置において、吐出口が設けられた塗布用ダイの先端部に
洗浄液を供給する洗浄液供給装置と、洗浄液が供給された塗布用ダイの先端部に接触させ
て塗布用ダイの先端部に残留する塗布液を洗浄液と一緒に除去する清掃用ブレードと、上
記の洗浄液供給装置と清掃用ブレードとを塗布用ダイの先端部に沿って走行させる走行装
置とを設け、上記の清掃用ブレードによって残留する塗布液と洗浄液とが除去された塗布
用ダイの先端部に、塗布液が供給されたローラを接触させ、このローラを回転させて塗布
用ダイの先端部に沿って移動させるようにしたことを特徴とする塗布用ダイの清掃装置。
【請求項２】
　請求項１に記載した塗布用ダイの清掃装置において、上記の塗布用ダイの先端部におけ
る端面及びその両側の面に対して、それぞれ上記の洗浄液供給装置と清掃用ブレードとを
設けたことを特徴とする塗布用ダイの清掃装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載した塗布用ダイの清掃装置において、上記の清掃用ブレードによ
って塗布用ダイの先端部から除去された残留する塗布液と洗浄液とを吸引する吸引装置を
設けたことを特徴とする塗布用ダイの清掃装置。
【請求項４】
　塗布用ダイの先端部に設けられたスリット状になった吐出口から被塗布体に塗布液を供
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給し、この塗布用ダイを走行させて被塗布体に塗布液を塗布する塗布装置において、上記
の塗布用ダイの先端部を清掃する清掃装置として、上記の請求項１～３の何れか１項に記
載した塗布用ダイの清掃装置を用いたことを特徴とする塗布装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、ガラス，樹脂フィルム，金属箔等の様々な被塗布体に様々な塗布液を塗布す
るのに使用する塗布装置に係り、特に、塗布用ダイの先端部に設けられたスリット状にな
った吐出口から被塗布体に塗布液を供給し、この塗布用ダイを走行させて被塗布体に塗布
液を塗布するようになった塗布装置において、塗布用ダイの先端部に残留する塗布液が確
実に除去されるようにした点に特徴を有するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、プラズマディスプレーパネル，有機エレクトロルミネッセンスディスプレーパ
ネル，液晶ディスプレーパネル等を製造するにあたって、塗布装置により、ガラス，樹脂
フィルム，金属箔等の様々な被塗布体にそれぞれの塗布液を塗布することが行われている
。
【０００３】
そして、このような塗布装置としては、一般に図１に示すようなものが用いられている。
【０００４】
ここで、この塗布装置においては、被塗布体１に塗布液２を塗布するにあたり、吸引装置
３を備えたテーブル４の上に被塗布体１を吸引装置３により吸引させて保持させるように
する。
【０００５】
そして、この被塗布体１の上において塗布用ダイ１０を所要間隔を介した位置にセットし
、塗布液供給タンク５に収容された塗布液２を供給ポンプ６によりこの塗布用ダイ１０に
設けられたマニホールド１１に供給し、この塗布液２をマニホールド１１から塗布用ダイ
１０の先端部においてスリット状に設けられた吐出口１２に導くようにする。
【０００６】
次いで、この塗布用ダイ１０を上記の被塗布体１上において走行させながら、上記の吐出
口１２から塗布液２を被塗布体１に供給して、被塗布体１上に塗布液２を所定の厚みにな
るように塗布させた後、上記の供給ポンプ６による塗布液２の供給を停止させ、この塗布
用ダイ１０を上昇させて上記の被塗布体１上から離すようにする。
【０００７】
しかし、このようにして被塗布体１上に塗布液２を塗布させた場合、上記の塗布用ダイ１
０の先端部における吐出口１２の周辺部分に塗布液２が部分的に残留した。
【０００８】
そして、この状態で塗布用ダイ１０により次の被塗布体１上に塗布液２を塗布した場合、
上記のように塗布用ダイ１０の先端部に残留する塗布液２によって次の被塗布体１上に筋
状の塗布むらが発生するという問題があった。
【０００９】
そこで、従来においては、上記のように吐出口１２の周辺に残留する塗布液２を除去する
ために、様々な清掃装置を設けることが行われており、例えば、図２に示すように、吐出
口１２が設けられた塗布用ダイ１０の先端部に清掃用ブレード７の先端部を接触させ、こ
の清掃用ブレード７を走行装置８により上記の吐出口１２の長さ方向に沿って塗布用ダイ
１０の全長にわたって走行させ、この清掃用ブレード７によって吐出口１２の周辺に残留
する塗布液２を塗布用ダイ１０から除去するようにしたものが用いられている（例えば、
特許文献１参照。）。
【００１０】
また、従来においては、上記のように清掃用ブレード７により吐出口１２の周辺に残留す
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る塗布液２を塗布用ダイ１０から除去した後、図示していないが、ローラを介して布材を
塗布用ダイの先端部に接触させ、これを吐出口の長さ方向に摺擦させて、塗布用ダイの先
端部をさらに清掃するようにしたものも提案されている。（例えば、特許文献２参照。）
。
【００１１】
しかし、上記のようにして塗布用ダイ１０の先端部を清掃するようにした場合においても
、塗布用ダイ１０の先端部に残留した塗布液２を十分に除去することが困難な場合があり
、例えば、塗布用ダイ１０の先端部に残留した塗布液２が凝固したような場合には、凝固
した塗布液２が塗布用ダイ１０の先端部から適切に除去されずに残り、次の被塗布体１上
に塗布液２を塗布した際に、筋状の塗布むらが発生するという問題が依然として存在した
。
【００１２】
【特許文献１】
特開平１１－１４７０６２号公報
【特許文献２】
特開２００１－１１３２１３号公報
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】
この発明は、塗布用ダイの先端部に設けられたスリット状になった吐出口から被塗布体に
塗布液を供給し、この塗布用ダイを走行させて被塗布体に塗布液を塗布するようになった
塗布装置における上記のような問題を解決することを課題とするものである。
【００１４】
すなわち、この発明は、上記のような塗布装置において、塗布用ダイの先端部に設けられ
たスリット状になった吐出口から塗布液を被塗布体に供給した後、この塗布用ダイの先端
部における吐出口の周辺に残留する塗布液を除去して、塗布用ダイの先端部を清掃するに
あたり、塗布用ダイの先端部に残留する塗布液が確実に除去されるようにし、被塗布体上
に塗布液を塗布した際に、筋状の塗布むらが発生するのを確実に防止できるようにするこ
とを課題とするものである。
【００１５】
【課題を解決するための手段】
　この発明における塗布用ダイの清掃装置においては、上記のような課題を解決するため
、塗布液を被塗布体に供給するスリット状になった吐出口が先端部に設けられた塗布用ダ
イを清掃する塗布用ダイの清掃装置において、吐出口が設けられた塗布用ダイの先端部に
洗浄液を供給する洗浄液供給装置と、洗浄液が供給された塗布用ダイの先端部に接触させ
て塗布用ダイの先端部に残留する塗布液を洗浄液と一緒に除去する清掃用ブレードと、上
記の洗浄液供給装置と清掃用ブレードとを塗布用ダイの先端部に沿って走行させる走行装
置とを設け、上記の清掃用ブレードによって残留する塗布液と洗浄液とが除去された塗布
用ダイの先端部に、塗布液が供給されたローラを接触させ、このローラを回転させて塗布
用ダイの先端部に沿って移動させるようにしたのである。
【００１６】
そして、この発明においては、塗布用ダイの先端部に設けられたスリット状になった吐出
口から被塗布体に塗布液を供給し、この塗布用ダイを走行させて被塗布体に塗布液を塗布
する塗布装置において、被塗布体に塗布液を塗布させた後、この塗布用ダイの先端部に残
留する塗布液を洗浄するにあたり、上記の浄液供給装置から吐出口が設けられた塗布用ダ
イの先端部に洗浄液を供給すると共に、このように洗浄液が供給された塗布用ダイの先端
部に清掃用ブレードを接触させるようにし、この状態で走行装置により上記の洗浄液供給
装置と清掃用ブレードとを塗布用ダイの先端部に沿って移動させて、清掃用ブレードによ
り塗布用ダイの先端部に残留する塗布液を洗浄液と一緒に除去させるようにする。
【００１７】
このようにすると、塗布用ダイの先端部に残留した塗布液が凝固したような場合において
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も、凝固した塗布液が上記の洗浄液によって塗布用ダイの先端部から離れやすくなり、こ
の塗布液が洗浄液と一緒に上記の清掃用ブレードにより塗布用ダイの先端部から適切に除
去されるようになり、次の被塗布体上に塗布液を塗布する際に、塗布用ダイの先端部に残
留した塗布液によって筋状の塗布むらが発生するのが防止されるようになる。
【００１８】
ここで、上記の洗浄液としては、塗布用ダイの先端部に残留して凝固した塗布液を溶解さ
せて、塗布用ダイの先端部から除去されやすくするため、例えば、塗布液に使用する溶媒
等を用いるようにすることが好ましい。
【００１９】
また、上記のように塗布用ダイの先端部に設けられたスリット状になった吐出口から被塗
布体に塗布液を供給して被塗布体に塗布液を塗布させた場合、塗布液が塗布用ダイの先端
部における端面だけではなく両側の面に残留することがあるため、上記の洗浄液供給装置
と清掃用ブレードとを塗布用ダイの先端部における端面だけではなく両側の面に対して設
けることが好ましい。
【００２０】
また、上記のように塗布用ダイの先端部に残留する塗布液を洗浄液と一緒に除去させた場
合において、除去された塗布液や洗浄液が他の部分にこぼれないようにするため、上記の
清掃用ブレードによって塗布用ダイの先端部から除去された残留する塗布液と洗浄液とを
吸引する吸引装置を設けるようにすることが好ましい。
【００２１】
　また、この発明における塗布用ダイの清掃装置においては、上記のように清掃用ブレー
ドによって残留する塗布液と洗浄液とが除去された塗布用ダイの先端部に、塗布液が供給
されたローラを接触させ、このローラを回転させて塗布用ダイの先端部に沿って移動させ
るようにした。
【００２２】
ここで、上記のローラに塗布液を供給し、このローラを塗布用ダイの先端部に接触させ、
このローラを回転させて塗布用ダイの先端部に沿って移動させると、残留する塗布液と洗
浄液とが除去された塗布用ダイの先端部に新しい塗布液が均一に塗布されて湿りが与えら
れ、次の被塗布体上に塗布液を塗布する場合に、塗布液がスムーズに被塗布体上に供給さ
れて、塗布液が被塗布体上により均一に塗布されるようになる。
【００２４】
【実施例】
以下、この発明の実施例に係る塗布装置及び塗布用ダイの清掃装置を添付図面に基づいて
具体的に説明する。
【００２５】
この実施例における塗布装置においても、被塗布体１に塗布液２を塗布するにあたっては
、前記の図１に示すように、吸引装置３を備えたテーブル４の上に被塗布体１を吸引装置
３により吸引させて保持させるようにする。
【００２６】
次いで、この被塗布体１の上において塗布用ダイ１０を所要間隔を介した位置にセットし
、塗布液供給タンク５に収容された塗布液２を供給ポンプ６によりこの塗布用ダイ１０に
設けられたマニホールド１１に供給し、この塗布液２をマニホールド１１から塗布用ダイ
１０の先端部においてスリット状に設けられた吐出口１２に導くようにする。
【００２７】
そして、この塗布用ダイ１０を上記の被塗布体１上において走行させながら、上記の吐出
口１２から塗布液２を被塗布体１に供給して、被塗布体１上に塗布液２を所定の厚みにな
るように塗布させた後、上記の供給ポンプ６による塗布液２の供給を停止させ、この塗布
用ダイ１０を上昇させて上記の被塗布体１上から離すようにする。
【００２８】
　ここで、この実施例における塗布装置においては、上記のように被塗布体１上に塗布液
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２を塗布させた後において、この塗布用ダイ１０の先端部における吐出口１２の周辺部分
に残留する塗布液２を除去する清掃装置を設けるにあたっては、図４に示すように、塗布
液２が残留する塗布用ダイ１０の先端部に洗浄液２１を供給する洗浄液供給装置２０と、
洗浄液２１が供給された塗布用ダイ１０の先端部に接触させて塗布用ダイ１０の先端部に
残留する塗布液２を上記の洗浄液２１と一緒に除去する清掃用ブレード３０と、この清掃
用ブレード３０によって残留する塗布液２と洗浄液２１とが除去された塗布用ダイ１０の
先端部に塗布液２を供給するローラ４０とを、塗布用ダイ１０の先端部に沿って走行させ
る走行装置５０に設けている。
【００２９】
また、上記の清掃用ブレード３０によって塗布用ダイ１０の先端部から除去された残留す
る塗布液２と洗浄液２１とを排出させるにあたって、この清掃用ブレード３０と所要間隔
を介するようにして受け部材３１を設け、この受け部材３１と清掃用ブレード３０と間の
隙間を通して、除去された残留する塗布液２と洗浄液２１とを吸引装置６０により吸引し
て排出させるようにしている。
【００３０】
また、上記のように塗布液２と洗浄液２１とが除去された塗布用ダイ１０の先端部にロー
ラ４０から塗布液２を供給するにあたっては、このローラ４０の一部を液収容容器４１内
に収容された塗布液２中に浸漬させて、このローラ４０の外周面に塗布液２を保持させ、
このローラ４０を塗布用ダイ１０の先端部に接触させた状態で回転させ、ローラ４０の外
周面に保持された塗布液２を上記の塗布用ダイ１０の先端部に供給し、またこのように塗
布液２を塗布用ダイ１０の先端部に供給した後のローラ４０の外周面に残留する塗布液２
や異物等をブレード４２によってローラ４０の外周面から除去させて、回収部４３に回収
させるようにしている。
【００３１】
そして、この実施例における塗布装置において、上記のように塗布用ダイ１０の吐出口１
２から被塗布体１上に塗布液２を供給して、塗布液２を被塗布体１上に塗布した後、この
塗布用ダイ１０の先端部に残留する塗布液２を除去するにあたっては、この塗布用ダイ１
０を上記の清掃装置の位置に導き、上記の走行装置５０を塗布用ダイ１０の先端部に沿っ
て走行させながら、上記の洗浄液供給装置２０から塗布用ダイ１０の先端部に洗浄液２１
を供給させるようにする。
【００３２】
また、このように洗浄液２１が供給された塗布用ダイ１０の先端部に上記の清掃用ブレー
ド３０を接触させて、塗布用ダイ１０の先端部に残留する塗布液２を洗浄液２１と一緒に
除去し、このように除去させた塗布液２と洗浄液２１とを、受け部材３１と清掃用ブレー
ド３０と間の隙間を通して吸引装置６０により吸引させて排出させるようにする。
【００３３】
また、このように塗布用ダイ１０の先端部に残留する塗布液２を洗浄液２１と一緒に除去
した後は、上記のローラ４０を塗布用ダイ１０の先端部に接触させた状態で回転させ、ロ
ーラ４０の外周面に保持された塗布液２を上記の塗布用ダイ１０の先端部に供給させるよ
うにする。このようにすると、前記のように塗布用ダイ１０の先端部に新しい塗布液２が
均一に塗布されて湿りが与えられ、次の被塗布体１上に塗布液２を塗布する場合に、塗布
液２がスムーズに被塗布体１上に供給されて、塗布液２が被塗布体１上に均一に塗布され
るようになる。
【００３４】
また、上記のようにローラ４０から塗布用ダイ１０の先端部に塗布液２を供給するにあた
っては、上記のローラ４０の回転速度や、このローラ４０の外周面に保持させる塗布液２
の粘度等を調整することによって、塗布用ダイ１０の先端部に供給する塗布液２の量を調
整することができる。
【００３６】
また、この実施例においては、上記のような清掃装置を塗布用ダイ１０の先端部の端面１
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０ａに対してだけ設けるようにしたが、図４に示すように、塗布液２が塗布用ダイ１０の
先端部における端面１０ａだけではなく両側の面１０ｂにも残留することがあるため、上
記のような清掃装置を塗布用ダイ１０の先端部の端面１０ａだけではなく両側の面１０ｂ
に対しても設けることができる。
【００３７】
【発明の効果】
　以上詳述したように、この発明においては、塗布用ダイの先端部に設けられたスリット
状になった吐出口から被塗布体に塗布液を供給し、この塗布用ダイを走行させて被塗布体
に塗布液を塗布する塗布装置において、この塗布用ダイの先端部に残留する塗布液を除去
するにあたり、洗浄液供給装置から吐出口が設けられた塗布用ダイの先端部に洗浄液を供
給すると共に、このように洗浄液が供給された塗布用ダイの先端部に清掃用ブレードを接
触させ、この状態で走行装置により上記の洗浄液供給装置と清掃用ブレードとを塗布用ダ
イの先端部に沿って移動させて、塗布用ダイの先端部に残留する塗布液を洗浄液と一緒に
除去させ、さらにこのように塗布液と洗浄液とが除去された塗布用ダイの先端部に、塗布
液が供給されたローラを接触させて、塗布用ダイの先端部に新しい塗布液を供給するよう
にした。
【００３８】
　この結果、この発明によると、塗布用ダイの先端部に残留した塗布液が凝固したような
場合においても、凝固した塗布液が洗浄液によって塗布用ダイの先端部から離れやすくな
り、この塗布液が洗浄液と共に上記の清掃用ブレードにより塗布用ダイの先端部から適切
に除去されると共に、残留する塗布液と洗浄液とが除去された塗布用ダイの先端部に新し
い塗布液が均一に塗布されて湿りが与えられるようになり、次の被塗布体上に塗布液を塗
布する際に、塗布用ダイの先端部に残留した塗布液によって筋状の塗布むらが発生するの
が防止されると共に、塗布液がスムーズに被塗布体上に供給されるようになり、連続して
被塗布体上に塗布液を均一に塗布できるようになった。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来の塗布装置及びこの発明の実施例における塗布装置において、テーブル上に
保持された被塗布体に塗布液を塗布する状態を示した概略説明図である。
【図２】従来の塗布装置において、被塗布体上に塗布液を塗布させた後における塗布用ダ
イの先端部に残留している塗布液を清掃装置によって除去する状態を示した概略説明図で
ある。
【図３】この発明の実施例における塗布装置において、被塗布体上に塗布液を塗布させた
後における塗布用ダイの先端部に残留している塗布液を清掃装置によって除去する状態を
示した概略説明図である。
【図４】塗布液が塗布用ダイの先端部における端面の他に両側の面にも残留している状態
を示した概略説明図である。
【符号の説明】
１　被塗布体
２　塗布液
１０　塗布用ダイ
１０ａ　先端部の端面
１０ｂ　先端部の両側の面
１２　吐出口
２０　洗浄液供給装置
２１　洗浄液
３０　清掃用ブレード
４０　ローラ
５０　走行装置
６０　吸引装置
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